
短冊に願いを込めて
校長 加治木 徹

「あ、届かないや！ 「もっと上に飾りたいから、お姉ちゃん手伝って！」」

錦江小の中央玄関から、子どもたちの賑やかで楽しそうな声が聞こえてきます。七夕の
季節に合わせ、玄関に立派な笹の葉が飾られました。色とりどりの短冊には、子どもたち
の一途な思いや、ちょっぴり微笑ましい本音がぎっしりと綴られています。その中のいく
つかご紹介します。

といった無邪気な願いごとがあれ「背が大きくなりますように」「お菓子をいっぱい食べたいな」

「テストがほとんど１００点になりますように」「習字できれいな字が書けますように」「クロールでば、
、 、息継ぎが上手になりますように」「バレーの試合で優勝できますように」という 日頃の学習や運動

「大好きなアイドルに会えますように」習い事に対する前向きな目標も並んでいます さらには。 、
と、胸に抱く憧れや将来の夢を堂々と書き記している子も「将来、獣医さんになれますように」

います。短冊を見つめる子どもたちの瞳はキラキラと輝いており、見ているこちらまで温
かい気持ちにさせられます。

子どもたちの願いはどれも純粋で、無限の可能性に満ちています。しかし、ただ願うだ
けで夢が叶うわけではありません。私たちは子どもたちに 「願いを叶えるためには、日、
々の小さな積み重ねが何より大切なんだよ」と伝えています。授業に集中すること、毎日
コツコツと宿題や練習に取り組むこと、苦手なことから逃げずに挑戦すること――。そう
した日常の小さな努力の継続こそが、やがて大きな願いを現実にする確かな足がかりとな
ります。

そして、短冊を見つめながら私たち学校、家庭、地域の全員が共通して抱いている願い
はただ一つ、 いうことです。子ども「錦江小学校の児童が心身ともに健やかに成長してほしい」と
たちが安心して夢を描き、努力できる環境を、学校・家庭・地域が一体となって支えてい
く大切さを改めて実感しております。１学期間、本校の教育活動に多大なるご理解とご協
力をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。

さて、いよいよ今週末から、子どもたちが待ちに待った夏休みが始まります。約１ヶ月
半にわたる長期休業は、普段の学校生活では味わえない貴重
な経験をする絶好のチャンスです。ぜひご家庭でも、夏休み
にしかできないことに挑戦させてあげてください。じっくり
本を読むこと、自然の中で思い切り遊ぶこと、毎日決まった
お手伝いを続けること、地域行事に参加することなど、実体
験を通して学ぶ「生きた知恵」は、子どもたちの心を大きく
成長させてくれるはずです。

安全と健康に留意され、かけがえのない思い出をたくさん
作られることを願っています。１学期、本当によく頑張った
錦江っ子たち。一回りたくましくなった子どもたちと、９月
１日の始業式で元気に再会できることを、教職員一同、楽し
みにしています。
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